
378 INTERNET magazine 1998/2

インターネット・ニュースの見方 

98年のキーワードは「エレクトロニックコマース」と「ウェブアプリケーション」

インターネットワールド97速報
97年12月8日から12日まで、米国ニューヨークのJacob K. Javits Convention

Centerに おいて「インターネットワールド97」が開催された。今年はウェブベー

スのエレクトロニックコマース関連、およびJavaをプラットフォームとするウェブア

プリケーション関連のソリューションの発表が目立った。米国では、ウェブを通じた

サービスを付加価値として顧客に提供するというビジネスモデルが本格的に始まりそ

うな気配である。2年以内には必ず日本にもやってくる米国トレンドを現地からレポ

ートする。 編集部：倉園佳三

パッケージにまとめられた。

これを補う形で、既存のグループウェアや

データベースとJavaのコンポーネントである

JavaBeansを結び付ける「The Enterprise

JavaBeans」も発表。企業が既存のシステ

ムを残したまま、JavaBeansで開発された

アプリケーションを導入できるようにするの

が狙い。これには、IBM、オラクル、ネット

スケープ、ノベルをはじめとする19社が賛同

しているとのことだ。

さらに、今後JDKがバージョンアップし

た際に既存のWWWブラウザーに最適な

Javaバーチャルマシンを自動的にセットア

ップするためのプログラム「Java Activator」

を発表。これによって、JNI（Java Native

Interface） や RMI（ Remote Method

Invocation）をサポートしていないインター

ネットエクスプローラ4.0や、JDK1.1以前

に発表された古いバージョンのWWWブラウ

ザーでも、最新のJDKで開発されたアプリ

ケーションが問題なく動作するようになる。

ネットワークコンピューティングで

オラクルとノベルが強力に提携
オラクルは、オラクル8のモバイル対応版

「オラクルライト3.0」を発表。オラクル8が

常に接続されているネットワークでの使用を

想定しているのに対して、オラクルライトは

PDAやラップトップなどの接続と切断を繰

り返すようなモバイル環境での使用が考慮さ

れている。たとえば、モバイルコンピュータ

を使ってデータベースから情報をダウンロー

ドしている際に万が一ネットワークが切断さ

れても、次に接続した時点で差分だけをリ

カバーしてくれる。加えて、オラクルウェブ

アプリケーションサーバー3.0の次バージョ

ン「オラクルアプリケーションサーバー4.0」

をはじめ、「ペイメントサーバー1.0」、「イン

企業向けJava環境が出そろう
Javaプラットフォームの中心的存在のサ

ン・マイクロシステムズ社は企業での本格的

なJava環境構築に向けてさまざまなライン

アップを発表した。

まず、98年12月末までにJDKの次期バ

ージョンが登場する。これには、Javaアプ

リケーションのインターフェイスを構成する

ためのクラスライブラリー「JFC」（Java

Foundation Classes）が含まれ、Javaバ

ーチャルマシンもさらに高速な「HotSpot」

（開発名）にチューンアップされる。

次に、企業にJavaコンピューティング環

境を導入するためのスイート「Javaジャン

プスタートフォーエンタープライズ」を発表。

「WebT o p サーバー」、「Ja v a PC」、

「HotJava View」など、サーバーからクライ

アント、開発環境、ユーザーサポートにいた

るまで、きめ細かな製品とサービスが1つの
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ニューヨークで行われたインターネットワールド

97の展示会場
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インターネット・ニュースの見方 ターネットコマースサーバー1.1」を発表した。

また、ノベルは、Javaアプリケーション

を管理するためのプラットフォームとして

「Open Solutions Architecture」（OSA）

を発表。オラクルとの提携を深め、自社の

「Novell Directory Services」（NDS）とオ

ラクルの「Application Server」との統合

を図るとしている。

MCI、IBM、AT&Tが提供する

ネットワークビジネスの新サービス
製品ではなく、ウェブベースのビジネス

をバックアップするための新しいサービス

を開始するメーカーも目立っていた。

MCI社はダイアルアップ専用の「MCIバ

ーチャルプライベートネットワークサービス」

の開始を発表した。これによって、世界50

か国からダイアルアップで企業内のLANにリ

モートアクセスできるようになる。セキュリ

ティー部分はSecuRemote社とCheck

Point社との技術提携で行い、リモートアク

セスに関しては、マイクロソフト社の「コネ

クションマネージャー」を使うとのこと。イ

ントラネットを導入した企業に遠隔地からの

接続性を保証するサービスとして注目を集め

た。

IBM社は、インターネットサービスプロバ

イダーのサーバー運用などをバックアップす

る「サブスクライバーマネージメントシステ

ム」、およびコンテンツのホスティングサービ

スの開始を発表した。

AT&T社はホームぺージやメールアドレス

ることになる。

リアルシステムに課金機能が追加
ストリーミングメディアの中心的存在であ

るリアル・ネットワークス社は、「リアルシ

ステム5.0」の出荷を発表した。このバージ

ョンでは、28.8Kbpsの回線速度でCDクオ

リティーの音質を実現し、100Kbps以上な

らフルスクリーンの動画再生が可能になる。

さらに、初のビジネス向け製品「リアルシ

ステム5.0コマースソリューション」を発表。

これによって、ストリーミングコンテンツの

視聴に課金することが可能になる。具体的

には、ユーザーが有料コンテンツのリンクを

クリックすると、ユーザーIDとパスワードを

入力するダイアログが表示され、入力した情

報が正しい場合だけプレイヤーが起動してコ

ンテンツが再生されるというシステムになっ

ている。

●

このほかにも、富士通とCompute r

Associates社が共同で発表した「Jasmine」

やNetObjects社の「TeamFusion」など、

ビジネス利用を想定したウェブサイト向け製

品は数多く登場している。IBMやインテル

がこのイベントで使ったキャッチフレーズ「e-

business」がまさにインターネットワールド

97を象徴していた。

なお、ここで紹介できなかった展示会場

の出展に関しては、特に注目すべき製品を

来月号でまとめて紹介する。ぜひ、楽しみ

にしていただきたい。

を提供する「ワールドネット」のビジネス版

を開始。さらに、企業向けにウェブサイトの

制作を代行するサービスを始める。価格は、

サイトの機能に応じて500ドルから15,000

ドルの間で自由に選べるとのこと。

マイクロソフトはBackOffice と

コマースプラットフォームを発表
Java陣営に対するマイクロソフト社は、9

日にFour Seasonsホテルで行われたプレス

ミーティングにおいて、「BackOffice 4.0」

を98年1月末に出荷すると発表した。この

バージョンでは、ウェブベースのイントラネ

ットサイトを簡単に構築し、それを管理する

ための機能が強化される。具体的には、

WWWブラウザーからのサーバー管理機能の

充実、セットアップを自動化する「インテリ

ジェントシナリオベースドセットアップ」、サ

イトの構築を簡略化する「イントラネットス

ターターサイト」の3つのサービスが追加さ

れる予定だ。

また、10日にはCommerce One社と共

同で、コマースプラットフォーム「Commerce

One EC Applications」を発表。現在、さ

まざまな方式で行われているEDIトランザク

ションの標準を作ることが狙い。構造として

は、下層から順に、マイクロソフト社のNT

サーバー、SQLサーバー、IIS、トランザク

ションサーバーで構築した環境の上に置かれ

10日に行われた基調講演で、ネットワークコン

ピューティングのメリットを力説したオラクル社

CEOのローレンス・エリソン氏

サン・マイクロシステムズ社の子会社、Javaソ

フト社社長のアラン・バラッツ氏。11日の基調

講演で企業向けJava製品群を発表

左から、リアル・ネットワークス社社長のロブ・グ

ーザー氏、同社副社長のフィリップ・ロズデル氏。

リアルシステム5.0を発表
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編：マクロメディア社はマルチメディアコン

テンツのオーサリングソフトを開発していま

すが、マルチメディアコンテンツは、CD-

ROMからインターネットのコンテンツに人気

が移りつつあります。マクロメディア社では、

こうしたマルチメディア市場の変化に対して

どんな考えをお持ちでしょうか。

マイロウィッツ氏（以下、M）：まず、マクロ

メディア社の役割というのは、マルチメディ

アコンテンツのデザインやデリバリー、表示

のためのシステムを作ることです。そういっ

た意味では、マルチメディア市場というのは、

まだ拡大し続けていると考えています。

たとえばCD-ROMは、マーケティングツ

ールや企業情報を配布するツールとしても使

われています。また、インターネットマガジ

ンの1月号の付録CD-ROMに収録されてい

る「Provider Shocked Search」のように、

Shocked CD技術を使ってインターネット

と連動したコンテンツも作られるようになっ

てきました。

またインターネット上のコンテンツも充実

しています。フラッシュを使うとアニメーシ

ョンが実現できますし、ショックウェーブを

使うとゲームなどのインタラクティブなコン

テンツを実現できるのです。それから、リア

ルネットワークス社と協力して、フラッシュ

のアニメーションとリアルオーディオの音声

を連動させる「リアルフラッシュ」もリリー

スしました。こちらは22.8Kbpsのモデムで

も音声付のアニメーションを十分に楽しめる

ということで、非常に好評です。

編：ショックウェーブなどのプラグインソフ

トはインターネット上のコンテンツを豊かに

してきましたが、次にはどんなツールが出て

くるのでしょうか。

M：次の展開として、「ディレクターJava

プレーヤー」、「フラッシュJavaプレーヤー」

のβ版をリリースしました。これらは、マク

ロメディアの「ユニバーサルメディア・スト

ラテジー」という戦略の一環です。これは、

コンテンツ制作者が1つのコンテンツを制作

したら、どんなユーザーでもそれを見られる

ようにするというものです。

編：ユニバーサルメディア・ストラテジーと

は、1つのツールで制作したコンテンツをCD-

ROM、インターネット、紙といった複数の

メディアにアウトプットできるという意味は

ありますか。

M：ここで言う「メディア」とは、ウェブ上

の表現手段のことに限っています。現状で

は、1つのツールでコンテンツを作ると、そ

れに対応したプラグインソフトがなければ見

られません。しかし、そのプラグインを手に

入れられないエンドユーザーもいるわけです。

そこで、作られたコンテンツをプラグイン

ソフトがある場合はそれを使って、プラグイ

ンがない場合はJavaを使って、Javaに対応

していない場合はアニメーションGIFを使っ

て再生し、どんなレベルのユーザーでも見ら

れるようにしようというのがユニバーサルメ

ディア・ストラテジーの考え方なのです。

編：マクロメディアはこれまでさまざまなオ

ーサリングツールを手がけてきましたが、12

月9日にはHTMLエディター「Macromedia

Dreamweaver（ドリームウィーバー）」を

発表されましたね。

M：はい。これは12月8日に米国で出荷さ

れたウェブ用オーサリングツールで、日本語

版は98年4月に出荷される予定です。ダイ

ナミックHTMLをサポートしているので、動

きのあるプロフェッショナルなウェブページ

を作ることができます。

マクロメディアとしては、CD-ROMもイ

ンターネットも重要であると考えていますの

で、メディアの別を問わず、力を入れていき

たいと思います。

編：既存のメディアの枠組みを越えるという

ことは、パッケージメディアとノンパッケー

ジメディアの融合につながってくると思いま

すが、最終的にはインターネットに集約され

るのでしょうか。

M：そうですね。「インターネットだけに」と

いうのは、少し短絡的ですね。

たとえば紙というのも、十分有効なメディ

アだと思います。もしインターネットマガジ

ンがネットワークの雑誌だというのなら、紙

で出す必要はありませんよね。しかし、同じ

内容をデータ化したとすると数テラバイトに

もなります。一方、紙ならば解像度の高い

写真も大量のテキストも一度に伝達すること

データベースと連動したコンテンツ

コンティニュアスパブリッシングを目指す
マクロメディア社
さまざまなオーサリングツールを持つマクロメディア社は、ここ数年ショックウェーブなどウ

ェブ用コンテンツ分野に力を入れている。同社の上級副社長兼最高技術責任者ノーム・マイ

ロウィッツ氏に、同社の目指すマルチメディアコンテンツのオーサリングツールの開発ビジョ

ンについて聞いた。 聞き手：本誌編集長中島由弘

マクロメディア社上級副社長兼最高技術責任者

ノーム・マイロウィッツ氏

Interview
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ができるわけです。

テレビが発明されたときには、ラジオがな

くなると言われました。またワープロが出て

きたときには「ペーパーレス・オフィスの時

代が来る」と言われました。しかし現実はど

うでしょうか。少なくとも、私のオフィスで

は紙は健在です。

将来的には回線のスピードも上がって大量

のデータをネットワークで配布することもで

きるかもしれません。しかし、CD-ROMや

紙などの既存のメディアは今後も用途によっ

て使い分けられていくと思います。CD-ROM

は大量のデータを配布するのには適していま

すが、一度ユーザーの手に渡ると、情報を

更新することはできません。

ですから、CD-ROMとインターネットか

ら取り込まれたデータとを組み合わせて使う

Shocked CDは、2つのメディアの特性を活

かしたコンテンツです。そういう意味では、

1つのソリューションで複数のメディアに対

応するという構想に合致すると言えるでしょ

うね。

編：マクロメディア社の製品はプロ指向のも

のが多いと思いますが、インターネットのコ

ンテンツを制作するプロにとっては多くのペ

ージを制作したり、たくさんのデータを扱っ

たりしたいというニーズがあります。これを

満たす製品の開発予定はありますか。

M：それについては「注目していてください」

とだけ申し上げたいですね。98年4月には、

新しい展開についてお話しできると思います。

ウェブページには、常に更新し続ける類のも

のがあります。マクロメディアではこれを

「コンティニュアスパブリッシング」と呼んで

いますが、こうしたページを作るためのデー

タのテンプレートを作るツールを開発してい

ます。これはデータベースとも連携し、テン

プレートに必要なデータを入力すると自動的

にウェブをアップデートするというもので、ビ

ジネス向けのソリューションになるでしょう。

ショックウェーブやフラッシュを使ったア

クティブなコンテンツをウェブサイト制作の

第一段階とするならば、テンプレートを使っ

て大量のデータをアップデートするコンティ

ニュアスパブリッシングは第二段階に位置す

るものだと考えています。マクロメディアで

はこれらのツールを強化して、より高度な制

作環境を提供したいと考えています。

今後のウェブ関連のツールについては、

「カスタム化」と「アップデート」が重要な

キーワードになると思います。やはりインタ

ラクティブマーケティングといったビジネス

のレベルに達するためにカスタム化は欠かせ

ませんし、常に最新のデータを提供するコン

ティニュアスパブリッシングが実現しなけれ

ば、情報の価値は下がってしまうでしょう。

編：プロのツールと言うためには、コンテン

ツをお金にするための仕掛けも必要だと思い

ます。現状では、オンラインのコンテンツを

お金にする方法はまだ確立されていません。

マクロメディア社の製品では何等かの機能を

用意していますか。

M：次世代のオーサリングツールには、「ど

のユーザーがバナーのどの部分をクリックし

た」といった情報を取り出せるトラッキング

機能を付ける予定になっています。このトラ

ッキング情報をもとにマーケティングを展開

することも可能ですし、バナー広告から直接

ECを利用できるようにもなります。

今までお話ししてきたのはウェブページの

パーツとなるコンテンツを作るためのツール

ですが、これらの中心に位置するのが

Dreamweaverなのです。ディレクターやフ

ラッシュ、そしてこれから発表する新しいツ

ールで作ったコンテンツを統合して、より魅

力的なウェブページを構築するのが、

Dreamweaverの役割です。

編：最後に、ウェブ上のコンテンツがどのよ

うに進化していくのか、またマクロメディア

社が今後のメディアの多様化にどう対応して

いくのか、お考えをお聞かせください。

M：従来のテレビや雑誌などは、ユーザーに

一方的に情報が伝えられるパッシブメディア

です。そして、近年登場したインターネット

は、ユーザー自身がアクションを起こすこと

ができる初のインタラクティブメディアと言

えるでしょう。

しかし、インターネットはまだ揺籃期・幼

児期にありますから、これからもっと発展し

ていくと考えています。今後さらにアクティ

ブでダイナミックな、そしてインタラクティ

ブなコンテンツが必要とされると思います。

これらのニーズに合わせて、プロフェッシ

ョナルのためのオーサリングツールを提供し

ていくのがマクロメディアの仕事だと考えて

います。

編：本日はどうもありがとうございました。

マイロウィッツ氏とDreamweaverの起動画面 photo:Hiroji Kazuo
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Q：アレイア社はウェブ上で設立し、セー

ルスからサポートまですべてウェブ上で行っ

ていますが、どうしてそのようなことが可能

だったのか教えてください。

アレイア：私は19歳からずっとインターネ

ットに携わってきました。しばらくしてコン

サルティングを始めて、WWWが登場して

ウェブを使ったインタラクティブなシステム

を開発する仕事が入りました。しかし、従

来の技術でそのシステムを開発するのは非

常に大変だということに気づき、簡単に開

発できるようにと作ったツールが「Cold

Fusion」の原形です。

このツールがかなり汎用的なものだった

ので、95年の春に、ウェブからダウンロー

ドできるようにしました。30日間の評価版

でしたがオーダーをしてくれる人が多く、売

れる商品だと気づいた兄と私は、本業をや

めてすぐに会社を作りました。これがアレ

イア社の始まりです。最初からセールスや

サポートをウェブで行い、広告なども出さ

ず、すべてをウェブで行う今までにないウ

ェブ上の新しい形態の会社にしました。

なぜこのようなことができたかというと、

インターネットにどっぷりはまっていた私

は、どのようにしたらこのソフトを使っても

らえるかという術を知っていたからです。た

とえば、多くのインターネットユーザーの目

にとまるように、メーリングリストやニュー

スといったものを使ってこのソフトの告知

をしました。最初は評価用のソフトウェア

を数百人がダウンロードしてくれて、その

後口コミで広がり、うなぎ登りにユーザー

が増えました。そしてそのまま会社が急成

長したというわけです。

また私たちの製品を使ってくれる人たち

も、インターネットに深く携わっている人

たちばかりでした。だから、サポートなど

もウェブを使うことができたのです。

マイクロソフトのような大きな会社がイ

ンターネットにかかわるずっと前から、イン

ターネットに関する技術と深い理解を持っ

ていたことが、会社を設立するうえで重要

だったと思っています。

Q：設立当初の社員のうち、それまでイン

ターネットに携わっていた人はどれぐらいだ

ったのでしょうか？

アレイア：設立当初は、私と兄と数人の友

人だけでした。全員が何らかの形でインタ

ーネットに携わっていましたが、大学で専

門的に勉強をしたわけではなく、趣味でイ

ンターネットを使っていたアマチュアばかり

です。もし、私たちが大学などで専門的な

ことを学び、テクニカルなことに長けてい

た人間だったら、Cold Fusionのような製

品はできなかったでしょう。Cold Fusion

は、簡単に扱えるというのが売りですから。

Q：ずっと昔からインターネットを使って

いたおかげで、Cold Fusionような製品の

アイデアが生まれたと思うのですが、これ

までの苦労を教えていただけますか。

アレイア：インターネットに少しずつ活気

が出てきたころ、ビジネスチャンスだと思

い、すぐにでもコンピュータが必要になっ

たのですが、当時はたいしたコンピュータ

を持っておらず、お金もありませんでした。

そこで、兄と一緒に電器屋に行き、コンピ

ュータを兄のクレジットカードで買いまし

た。クレジットカードを使えば、30日間以

内ならば返品できるので、29日間使って

30日目にコンピュータを返品するというこ

とを何度も繰り返して、インターネットの

最新技術を身につけました。そうこうする

うちに仕事が入り、まともなコンピュータ

が買えるようになったわけです（笑）。

Q：インターネットで成功された今の会社

の状況をうかがいたいのですが。

アレイア：1年前は従業員は14人でした

が、今では100人を超える規模になりまし

た。最初は友人ばかりでしたが、今ではロ

ータスやクラリス、アップルからプロフェッ

ショナルな人たちが入社するようになりま

した。1年前はユニークなアイデアのソフト

会社でしたが、いまでは、世界に通用する

ようなメジャーな会社に成長しました。

Q：今後の製品展開を教えてください。

アレイア：今のところ、現行製品を拡張し

ていく予定です。HTMLエディターの

Home SiteはHTMLの開発だけでなく、

Cold  Fusionの開発もできるようなものに

していきたいと思っています。さらに先に

は、さまざまな製品を出していくと思いま

すが、今の製品よりも優れた開発ツールを

出していこうと考えています。

jhttp://www.allaire.co.jp/

インターネットで成功したソフトウェア会社

ウェブから生まれたアレイア社の誕生秘話
日本ではまだなじみは薄いが、ウェブ開発ツールのソフトウェアメーカーとして米国ではす

でに高い地位を築いているアレイア社。ウェブ上で設立し、セールスやサポートまですべて

ウェブ上で行うという、まったくのウェブ上の企業である。どのようにしてこの会社ができ、そ

して成功を収めたのかを、設立者の1人で副社長でもあるジェレミー・アレイア氏に聞いた。

聞き手：編集部

Interview

米国アレイア社副社長のジェレミー・アレイア氏
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「検索の鉄人」はインターネット上の検

索エンジンで、出題されたテーマについて

できるだけ早く探し当てるというイベント。

10月から11月にかけてインターネット上で

出題された問題に3万人が参加して2段階

の予選が行われた。その中から絞られて決

戦大会に臨んだ10人は、学生やデータベ

ースサーチャー、システムインテグレーター

など、多彩な顔ぶれとなった。

決戦大会では、まず出場者が5名ずつの

2グループに分かれて競った。各分野から

出題された10問を10分以内に、検索エン

ジンを使って解いた答えを用紙に書き込ん

「検索の鉄人」決戦大会が開催
「鉄人」の称号を勝ち取ったのは34歳の関裕司さん

でいく。通常のクイズと違う点は、問題を

解くプロセスにも正しさが要求されること

だ。知識として知っていても、その答えは

ウェブから導き出さなければならない。正

しい手順で解いたかを判断するために、解

答中に、各人にジャッジが付いた。

その後、最多正解者と次点が2名ずつ最

終決戦に進出して、4名での早押し対決と

なった。この4人の中からさらに2人が絞ら

れ、最終決戦に進んだ。

最終決戦まで進んだのは34歳で会社員

の関裕司さんと、23歳で学生の柏倉伸哉

さん。「第二次大戦後、アメリカで冬季オ

リンピックが開かれた年に死刑判決を受け

たが、現在も存命中の韓国の政治家は

誰？」など難問が相次いだ後、関さんが勝

ち抜いて初代「検索の鉄人」の称号を得

た。

優勝後のインタビューで関さんは賞金の

100万円を手に、「優勝したのは運です」

と一言。関さんは今後、検索の鉄人実行

委員会が行うイベントに、「鉄人」として

協力していくことになる。来年もまた、第

2回大会が行われる予定だ。

jhttp://tetsujin.arena.ne.jp/contents/top.htm

鉄人の称号を勝ち取った関裕司さんと検

索の鉄人実行委員長の舛添要一氏

Event

SEYBOLD SEMINAR TOKYO 97に出

展される製品や新技術の主体は従来からの

紙媒体用のものなのだが、やはりこの世界

でもインターネットははずせないようだ。

それをよく表しているのが、「インターネ

ットが拓くデジタル・パブリッシング」と

いうキーノートスピーチだ。米国のアドビ

システムズの上級副社長兼グラフィックデ

ィビジョンジェネラルマネージャーのロス・

ボット氏、マクロメディアの上級副社長兼

最高技術責任者のノーマン・メイロウイッ

ツ氏、アップルコンピュータのデザイン&パ

ブリッシングシニアディレクターのジェフ・

デジタルパブリッシングの展示会
SEYBOLD SEMINAR TOKYO 97開催

マーティン氏という顔ぶれからも、インタ

ーネットにおけるデジタルパブリッシングの

重要性がうかがえる。

コンファレンスやチュートリアルにも、ウ

ェブデザインからビジネスモデルの模索、セ

キュリティーやエレクトリックコマースまで、

インターネットパブリッシングにかかわるさ

まざまなプログラムが用意されていた。

ショー会場にも、「Web Publishing

Pavirion」というテーマゾーンが設けられ

ており、ヤフー㈱やソフトバンク㈱など8社

が展示を行っていた。しかし、1社ごとの

ブースが小さく、集客の面ではもう1つ。

インターネットパブリッシングの分野で

一番注目を集めていたのは、マクロメディ

ア㈱だ。ここにはおなじみの「Flash」、

「Director」と先日リリースしたばかりの最

新HTMLエディターの「DreamWeaver」

があり、デモとその場で参加できるセミナ

ーには来場者が列をなしていた。また、ア

ドビシステム㈱も新書体や「アクロバット」

のデモで来場者を集めていた。

しかし、このショーでしか見られないよ

うな新技術や新製品が少なく、ショー全体

としては若干さびしかったというのが正直

な感想だ。

人気のマクロメディアの体験セミナーの様子

Event

有限会社デジタルプラスが主催するイベント「検索の鉄人 決戦大会」が11月24日に、

東京台東区のAsahiスクエアAで開催された。検索技術を競う初めてのこのイベントでは、

著名人や一般観覧者の歓声の中、10人の達人が競い合った。その決戦大会の模様をお伝

えする。 編集部

12月10日から12日の3日間、幕張メッセにおいて、日本で唯一の、そして最先端の

デジタルパブリッシングの展示会、SEYBOLD SEMINAR TOKYO 97が開催された。

インターネットにも欠かせないデジタルパブリッシングの現在と将来は、ここから見えてく

るのか。このショーをレポートする。 編集部
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シャープが
DSU内蔵のTA
「DN-TA1」を発売

NTTは、OCNや高速デジタル専用線

（64Kbps）に対応したTA「INSメイトV-

7／V-7 DSU」を11月28日に発売した。

アナログポートは3つ搭載し、そのうち2つ

はナンバーディスプレイをサポートしている

ので、接続されたアナログ通信機器のディ

スプレイに発信者番号を表示させることが

できる。DSU内蔵の「INSメイトV-7 DSU」

は55,800円、DSUなしの「INSメイトV7」

は42,800円。

jhttp://ced.nttca.com/

OCN対応TA
「INSメイトV-7／
V-7 DSU」NTTが発売

DSUを内蔵した「DN-

TA1」は46,800円

OCNやデジタル専用線に対応し

た「INSメイトV-7／V-7 DSU」

シャープは11月21日に、DSU内蔵ター

ミナルアダプター「DN-TA1」を発売した。

新製品は、電話機やFAX機をつなぐアナ

ログポートを2つと、通信機器を接続する

S/T端子を1つ搭載した。PIAFSもサポー

トし、またBOD機能により128Kbpsの通

信は状況に合わせて通信チャンネル数を増

減することもできる。価格は46,800円。

問い合わせ●シャープ㈱お客様専用フリーダイア
ルTEL 0120-078178

NECは、ターミナルアダプター「Aterm

シリーズ」の新製品「Aterm IT50 DSU」を

発売した。アナログポートを2つ搭載し、ナ

ンバーディスプレイにも対応した。また、オ

プションの高機能S点ユニットを使えば、異

なるTAに接続した電話機間で内線通話も

できる。DSU内蔵で、価格は39,800円。

問い合わせ●NECパーソナルコミュニケーション
インフォメーションセンター
TEL 0120-36-1138

Atermシリーズの
エントリーモデル
NECが発売

「Aterm IT50DSU」はPIAFSに

も対応

1枚のPCカードで
携帯電話とLANに対応
「TO-PDL9610」発売

松下電器産業と松下電子応用機器は、

デジタル携帯電話とイーサネットの両機能

を1 枚に搭載したノートパソコン用

PCMCIAカード「モバイルマルチカード

TO-PDL9610」を発売した。デジタル携

帯電話は9600bpsまでの通信が可能で、

LANに接続中でもデジタル携帯電話での通

信が可能。価格は42,800円。

問い合わせ●松下電器産業㈱P3カスタマーサポ
ートセンターTEL 03-3834-2921

ネットワーク対応
プリンターの新製品
京セラが発売

アライドテレシスが
100BASE-TX対応の
イーサネットハブを発売

メモリーは標準で2Mバイト、増設は34Mバイトまで可能

「CentreCOM FH505E」（上）と「CentreCOM FH

508E」（下）

アライドテレシスは、100BASE-TX対

応のファーストイーサネットハブ「CentreCOM

FH505E」と「CentreCOM FH508E」の2

製品を発売した。イントラネット、大容量

を要するアプリケーションの増加によって

起こる帯域不足を解消する100Mbpsネッ

トワークの構築に利用する。100BASE-TX

ポートを5ポート搭載した「CentreCOM

FH505E」は39,800円で、8ポート搭載し

た「CentreCOM FH508E」は49,800円。

問い合わせ●アライドテレシス㈱
TEL 0120-860442

京セラは、69,800円という低価格でネ

ットワーク環境に対応したレーザープリン

ター「ECOSYS FS-600」を発売した。独

自技術によって、ドラムカートリッジを使

い捨てずにトナーの補給で印刷できるのが

特徴。解像度は2400dpi相当×600dpi

で、A4紙を1分あたり6枚印刷することが

できる。OSはウィンドウズ3.1／95／

NT4.0に対応。

問い合わせ●京セラコミュニケーションシステム㈱
情報システム営業本部プリンタ営業部
TEL 03-3708-3871

Product

Product Product Product

Product Product

デジタル携帯電話

と10BASE-Tのインター

フェイスを搭載
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マクロメディアは、プロ向けのウェブデ

ザインツール「Macromedia Dream

weaver 日本語版」を4月中旬に発売する。

価格は58,000円（予価）。ダイナミック

HTMLやCSS（Cascading Style Sheets）

に対応し、既存のHTMLファイルの改行な

どを変更しないで編集できる「Roundtrip

HTML」といった機能もある。

問い合わせ●㈱アスキーTEL 03-5351-8652
㈱システムソフトTEL 092-752-5264
jhttp://www.macromedia.com/jp/

マクロメディアが
ウェブデザインツールの
新製品を4月に発売

デザイナーなどのプロ向

けウェブデザインツール

Product

NECは、インターネットのWWWに対応

した3Dのバーチャルワールドを簡単に作成

できるソフト「3Dプランナー」を12月24

日に発売する。ソフトには3Dのサンプルを

多数収録し、サウンドや動きのある3Dの

WEBサイトがマウス操作で簡単に作れる。

価格は、パッケージが9,800円、ダウンロ

ード価格は5,000円。

問い合わせ●NEC高度映像メディア開発本部
VR開発
mvr@avm.nhe.nec.co.jp
jhttp://softplaza.biglobe.ne.jp/

誰でも簡単に
3Dホームページ作成
NEC「3Dプランナー」

このような3Dを使ったページも簡単に作れる

Product

日本アイ・ビー・エムは、データベース

（DB）と連動したホームページが作成でき

るソフト「DBホームページ・ビルダー・バ

ージョン1.0」を1998年2月16日に発売す

る。既存の基幹系データベースシステムを

ウェブと連動させることへのニーズの高ま

りに応えるもので、ホストコンピュータの最

新データを表示するウェブをワープロ感覚

で作成できるようになる。

問い合わせ●ダイヤルIBM TEL 0120-04-1992

データベースと連動した
ページが作成できる
「DBホームページ・ビルダー」

データベースとWEBの連動も簡単

Product

フォーカルポイントコンピュータは、電

子メールアドレスを指定することでインタ

ーネット経由の通信ができるインターネッ

ト電話パッケージ「インターネット・メイ

ト」（UTI International社）を発売する。

テレビ会議に必要なテキストボードやホワ

イトボード機能も搭載し、同時に複数の相

手とコミュニケーションがとれる。価格は

24,000円で、送受話器が付属する。

問い合わせ●フォーカルポイントコンピュータ㈱
TEL 03-5484-0140

全二重対応の
インターネット電話
「インターネット・メイト」

「インターネット・メイト」の操

作画面

Product

米ベリサイン社は、電子認証証明書の

ディレクトリーサービスを開始した。イン

ターネットで本人確認などに使われる個人

のデジタルIDの入手が簡単になる。電話の

個人電話帳のようなこのサービスは、

LDAP（Lighitweight Directory Access

Protocol）をサポートするメールソフトで

利用できるので、マイクロソフトアウトル

ックエクスプレスやネットスケープメッセン

ジャーなどを通じて他人のデジタルIDを直

接確認できるようになる。

jhttp://digitalid.verisign.com/query.htm

デジタルIDの
ディレクトリーサービス
ベリサインが提供

地域マルチメディア・ハイウェイ実験協

議会は、98年春に開催する「CATVインタ

ーネットフェスタ'98」に合わせて「CATV

インターネット・ホームページコンテスト

'98」を実施する。コンテストの締め切り

は98年2月10日で、高速性や常時接続性

といったCATVインターネットのメリットを

十分に活かしたホームページを募集し、グ

ランプリには賞金50万円が贈られる。

問い合わせ●地域マルチメディア・ハイウェイ実
験協議会事務局TEL 03-3264-2551
jhttp://www.catv-inet.or.jp/

CATVの特性を
活かしたウェブの
コンテストを開催

Commerce

従来のWEBによるサービスも継続していく 募集要項の詳細は上記URLに掲載

Event
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ニフティは12月8日、同社が運営する

ニフティサーブの会員を対象にしたインタ

ーネットのホームページ開設サービス「メ

ンバーズホームページ」を開始した。「標準

コース」と「特別コース」を選択した場合

は、追加料金なしで最大5Mバイトまでの

ホームページを開設することができる。会

員が開設したホームページは、専用の検索

エンジンに登録することができる。

問い合わせ●ニフティ㈱入会サポート
TEL 0120-508-502
jhttp://www.niftyserve.or.jp/

オンラインサインアップもできる オーストラリアへの転職情報も掲載

ニフティサーブが
会員のホームページ
開設サービスを開始

Service

元日本ネットスケープ・コミュニケーシ

ョンズ社カントリーマネージャで、インター

ネットの普及の尽力者である杉原信一氏

が、バーチャルコミュニケーションズ㈱の代

表取締役会長に就任した。杉原氏と同社

は現在、大手企業などのウェブページコン

テンツ制作などを主に行っているが、イン

ターネットユーザー層の拡大のためにコン

シューマー向けの事業に乗り出す。その第

1弾がゲームサイトの構築・運営。これは

麻雀、将棋、囲碁などのインターネット対

戦ゲームサイトで、収入は広告で賄い、利

用（プレイ）料金は無料としてコンピュー

タ以外のインターネットユーザー層の拡大

を図るという。

問い合わせ●バーチャルコミュニケーションズ㈱
TEL 03-5396-7626
jhttp://www.virtualcom.co.jp/

元ネットスケープの
杉原氏が新会社で
無料ゲームサイトを開設

インプレスは、12月1日よりインターネ

ットエクスプローラ4.0のアクティブチャン

ネル機能を使ったプッシュ型の情報配信サ

ービス「Watchニュースチャンネル」を開

始した。このサービスは、インターネット

の最新情報を提供する「INTERNET

Watch」、PC関連の最新情報を提供する

「PC Watch」、国内外の優秀なウィンドウ

ズ用オンラインソフトの紹介および情報提

供の「窓の杜」、電脳街秋葉原のお買い得

情報やニュース、地図などを提供する「秋

葉原マップ」の4つのコンテンツから、最

新の情報をピックアップして随時提供して

いく。情報の表示はアクティブデスクトッ

プのほか、ティッカー表示やスクリーンセ

ーバーモードにも切り替えられるので、好

きなモードで情報を入手することができる。

「Watchニュースチャンネル」の購読は、

マイクロソフト社の「アクティブチャンネル

ガイド」やインプレスのPC Watch、

INTERNET Watchのページから登録がで

きる。購読は無料。

インプレスは、今後この「Watchニュー

スチャンネル」を他のプッシュテクノロジー

にも提供していく予定で、来春にもPoint

Cast社の「Point Cast Network」への対

応を予定している。

jhttp://cast.watch.impress.co.jp/active/
preview.htm

Watchシリーズの最新ニュースを随時配信

インプレスがIEのチャンネルコンテンツ
「Watchニュースチャンネル」発信

Service

オーストラリアのビザ申請がインターネ

ットでできるオーストラリア政府観光局の

ウェブサイト「The Australia web」をリ

ンクメディアが制作した。これまでのビザ

取得は、申請のために大使館まで足を運ぶ

必要があったが、今後はインターネットで

簡単にできるようになる。イベント情報、

ビジネスや旅行のための情報も掲載する。

問い合わせ●㈱リンクメディア
TEL 03-3499-2399
jhttp://www.australia.or.jp/

インターネットで
オーストラリアの
ビザ申請サービス

Service

全日空は、国内線の予約から決済まで

をインターネットからできるサービスを開始

した。全日空およびエアーニッポンの国内

線の空席照会と予約が24時間利用でき、

予約とクレジット決済（3時～23時）が

同時に可能な「ANAチケットレスサービ

ス」を利用すれば、事前に航空券を購入す

る必要がなくなる。また、全日空グループ

各社の採用情報なども提供していく。

jhttp://www.ana.co.jp/

マイレージの照会もできるANAのウェブサイト

全日空の国内線
予約から決済まで
インターネットでOK

Service

Company

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D
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開始日 終了日 名称 概要 開催場所 主催・問い合わせ先

海 外

※カレンダーの日程はあくまでも予定です。お出
かけの際は、問い合わせ先へお確かめください。

国 内

'98 COMPUTER ＆
FA COMPONENT FAIR
jhttp://www.takagishokai.co.jp

/topics/topicsts.htm

FA・電気・制御の技術者に向けて高木商会
が毎年開催する展示会とセミナー。生産現場
技術者や電気・制御の設計・開発に携わる
139社が最新の情報を提供する。

「ネットワークは社会と個人をどう変えるか－
21世紀のグローバル化に向けて－」というテー
マで開催してきたセミナーの第5回。中堅SE
を対象としている。

世界各国の出版社、出版関連企業による国際
図書展示会。著作権売買、共同出版などの商
談や流通関係者・各界専門家に販売促進の場
を提供する。

97年から98年にかけて3回行われる、エジソ
ン生誕150周年を記念して開催されているイベ
ントの第3回目。

インターネットテクノロジーによる企業情報シ
ステムとネットワークについてのフォーラムや展
示会。

デジタルパブリッシング総合技術展。グラフィ
ックコミュニケーションの進化をテーマに、コ
ンファレンス、セミナー、展示会を開催。

マッキントッシュ関連のハード＆ソフトウェア
を展示｡

「新世紀を拓くアイデア、技術、ネットワーク」
をテーマに開催される。

「'98 SECURTY SHOW」と同時に開催される
展示会。POSシステムやバーコード関連、パ
ソコン、データベース、磁気カード／ICカード、
電子マネーなどがテーマ。

情報ネットワーク・セキュリティー・システム
やオフィス用情報管理システム、ホームセキュ
リティー、監視用映像機器の展示会。「'98 SA
SHOW」と併催する。

コンピュータの総合展示会とコンファレンス。

マッキントッシュ関連のハードウェア、ソフト
ウェア、周辺機器などの展示会。

家電、情報家電などに関する展示会

コンピュータ関連の総合展示会とコンファレン
ス。

東京卸売センターグランドホール（五反
田TOC）13F
東京都品川区五反田7-22-17

工学院大学
東京都新宿区西新宿1-24-2

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1 

TEPIA（機械産業記念館）
東京都港区北青山2-8-44

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

サンシャインシティ コンベンションセン
ターTOKYO
東京都豊島区東池袋3-1

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

マイドームおおさか
大阪府大阪市中央区本町橋2-5

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1 

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1 

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

Moscone Convention Center
San Francisco, CA, USA

Las Vegas Convention Center
Las Vegas, Nevada, USA

Vancouver Trade and  Convention Center
Vancouver, BC, Canada

・ 高木商会
Tel. 03-3726-7811  Fax. 03-3726-2300

問主

・ 情報処理学会
Tel. 03-5484-3535  Fax. 03-5484-3534

問主

東京国際ブックフェア実行委員会
東京国際ブックフェア事務局（リードエ
グジビジョンジャパン株式会社内）

Tel. 03-3349-8501  Fax. 03-3345-7929

問
主

・ エジソン生誕百五十周年事業推進
委員会局

Tel. 03-5474-6131

問主

（社）日本印刷技術協会
PAGE98事務局

Tel. 03-3384-3112  Fax. 03-3384-3116
問
主

IDGワールドエキスポ/ジャパン､マックワールド･コミュニケーショ
ンズ･ジャパン､日本工業新聞社､ニッポン放送､フジテレビジョン
MacWorld Expo/Tokyo統括事務局

Tel. 03-5276-3751 Fax. 03-5276-3752
問

主

日本経済新聞社
日本経済新聞社大阪本社企画部「ベン
チャーエキスポ'98」事務局

Tel. 06-946-4104

問
主

日本経済新聞社
日本経済新聞社事業局総合事業部

Tel. 03-5255-2847
問
主

日本経済新聞社
日本経済新聞社事業局総合事業部

Tel. 03-5255-2847
問
主

・ ソフトバンクフォーラム㈱
Tel. 03-5642-8433  Fax. 03-5641-4617

問主

IDGワールドエキスポ/ジャパン
Tel. 03-5276-3751 Fax. 03-5276-3752
問

CES Registration
Fax. +1-732-544-2865 
mcesinfo@eia.org

問

ソフトバンクフォーラム㈱
Tel. 03-5642-8433 Fax. 03-5641-4617
問

連続セミナー97 ディジタル図書館
jhttp://www.ipsj.or.jp/seminer

/97seminer.html

東京国際ブックフェア'98
jhttp://www.jbpa.or.jp/tibf/

index-e.htm 

エジソン生誕150周年記念展
jhttp://www.tepia.or.jp/edison.html

NET & COM '98
jhttp://www2.nikkeibp.co.jp/event/

netcom/

PAGE98
jhttp://www.jagat.or.jp/JAGAT/

PAGE/index.htm

MACWORLD Expo/Tokyo'98
jhttp://www.idgexpo.com/

ベンチャーエキスポ'98

'98 SA SHOW
（第14回流通情報システム総合展）

'98 SECURITY SHOW

COMDEX/Japan '98
jhttp://www.comdex.com/comdex/

owa/event_home?v_event_id=232

MACWORLD Expo San Francisco '98
jhttp://www.mha.com/macworld/

mwsf98/index.html

1998 International Winter
Consumer Electronics Show
（Winter CES）

COMDEX/PacRim '98
jhttp://www.comdex.com/

1月13日

1月22日

2月4日

2月4日

2月18日

2月24日

3月3日

3月3日

4月6日

1月6日

1月8日

1月20日

1月19日

1月23日

1月14日

1月19日

1月25日

3月31日

2月6日

2月6日

2月21日

2月25日

3月6日

3月6日

4月9日

1月9日

1月11日

1月22日

カナダにおける最大規模のインターネット＆イ
ントラネット関連イベント。製品やサービスな
どの分野で展示会が開催される。

インターネットの総合展示会。

コンピュータ関連の総合展示会とコンファレン
ス。

Metro Toronto Convention Centre
Toronto, Canada

Los Angeles Convention Center
Los Angeles, California, USA

McCormick Place
Chicago, Illinois, USA

Mecklermedia
Tel. +1-203-226-6967
問

Mecklermedia
Tel. +1-203-226-6967
問

SOFTBANK COMDEX, Inc.
Tel. +1-617-433-1500
問

Internet World Canada '98
jhttp://events.internet.com/

canada98/canada98.html

Spring Internet World '98
jhttp://events.internet.com/

spring98/spring98.html

COMDEX/Spring '98 /
WINDOWS World '98
jhttp://www.comdex.com/

2月4日

3月9日

4月20日

2月6日

3月13日

4月23日

日経BP社
日経BP社エキスポ事務局

Fax. 03-5210-8285
問
主

開始日 終了日 名称 概要 開催場所 主催・問い合わせ先

イベントカレンダー（1998年1月～4月）Event
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